
第３８回 ふれあい広場 直前実行委員会 次第 

R7.8.2818:30～ 

 ふれあいセンター 食堂・集会室 

 

【目的】地域に暮らす誰もがふれあいを通して、ともに生きる思いやりと心豊かなまちをつくる 

【標語】「であい・ふれあい・ともにいきるまち」 

開会 

  ふれあい広場 テーマソング「窓をあけよう」 

1. 挨拶 加治木今 実行委員長 

/ 

2. 準備から当日スケジュール 

 係から報告 

●会場 内  

 

●会場 外  

 

●ステージ  

 

●広報 

 

●駐車場  

 

●ボランティア 

 

●会計 

  

・社協ブースからのお願い 

  

3. 今後の予定 

●ふれあい広場当日 9 月 7 日（日）10：00～ ふれあいセンター 

●反省会      10 月 6 日（月）18：30～慰労会あり。 

・各団体へはがき発送予定 

・係ごと反省会を行い、９月末日までに資料の提出 

 

4. その他 

 

閉会 

 

 



 

 

 

 

ふれあい広場 テーマソング  

窓を開けよう  

作詞：小原浩  

作曲：ふれあい広場実行委員会 

 

 1． ぼくの部屋
へや

から見える
み

のは 真っ赤
まっか

に燃える
も

太陽
たいよう

だ。 

さあ輪
わ

を作ろう
つく

よ あの太陽
たいよう

のように 

みんな燃えよう
もえ

よ あの太陽
たいよう

のように 

 

2． ぼくの部屋
へや

から見える
み

のは ぼっかり浮かんだ
う

白い
しろ

雲
くも

 

さあ乗って
の

行こう
い

よ あの夢
ゆめ

の世界
せかい

へ 

みんな乗って
の

行こう
い

 あの夢
ゆめ

の世界
せかい

へ 

 

3．ぼくの部屋
へ や

から見える
み

のは 明るく
あか

光る
ひか

星
ほし

たちだ 

さあ手
て

をつなごうよ あの星
ほし

たちのように 

みんな光ろう
ひか

よ あの星
ほし

たちのように 

 

この歌は脳性麻痺により車いす生活を送る、駒ヶ根市の小原浩さんが外に出て自由に遊びたい気持ちを、

部屋の窓から願いこめて作った詩です。1987 年(昭和 62 年)第３回ふれあい広場実行委員会によって、

シンボルマークと共に作られ、歌い継がれています♪ 

  



 





会場外配置図 

 

  



 

  



 

  



 

  



直前実行委員会                    R7.8.28 

 

広報係   

 

チラシ、ポスター・・・赤穂中学校美術部に製作依頼  

（チラシ 300 部印刷 ポスター100 部印刷） 

市内 70 ヶ所ほどに掲示、配布  

 

当日パンフレット・・・ 「窓を開けよう」「ふるさと」歌詞 

会場図・ステージ発表プログラム 

           参加団体一覧 

           500 冊用意 

 

会場案内図・・・会場内に掲示 

 

 

当日取材依頼・・・CEK、長野日報 

 

 

 

 

  



 

  



 

  



 

 


